


がん検診に新しい手法を導入しよう。

　４年前の市議選では、１千人近い方々にご支援頂くも惜敗しま

した。この間、家業を営むと共に、酒

井都議と共に訪問介護事業所を立ち上

げ福祉事業にも携わっています。

　今回、私は出馬を見送り、権藤さん

を現場主義を受け継ぐ、後継者として

応援しています。
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　権藤君は埼玉西武ライオンズ事業部のマネージャーや整形外科

医の衆議院議員・歯科医の参議院議員秘書を経験してきました。

私も立川市や都の医療政策を充実し市民の健康維持に繋がるよ

う、三師会（医師・歯科医師・薬剤師）の先生方にお知恵をいた

だくことが多々あります。

　現在、私の秘書として活動する権藤君を

市政に送り、３年前の市長選挙で私が掲げ

た政策の実現に向けて道筋をつけていきた

いと考えています。是非、権藤君の活動に

ご注目ください。

　今回、立憲民主党は立川市議会議員選挙に向けて、現職 2名に

新人 3名を合わせ、5名の公認候補予定者を決定しました。

　新人予定候補はそれぞれ経験を積んできた逸材です。

　権藤良嗣さんは、民間企業での勤務経験、国会議員秘書経験、

さらには立川の街を知るため、個人事業主とし

て配送業にも携わり、現在は酒井都議の秘書を

しています。

　酒井都議とタッグを組み、政策にも磨きをか

けている権藤さんを自信をもって応援します。

私たちはゴンドウ ヨシツグさんを応援しています。
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　それゆえ、 立川市は市民の生命を守るため、 受診しやすい環境整備に本気で取り組む必要があります。

　酒井都議も市長選の折、 政策の一つに掲げていましたが、 八王子市はがん検診にＳＩＢ（ソーシャルインパクト

ボンド） を導入し実証実験として行いました。

　成果報酬型の民間企業を巻き込んだ取り組みで、 現在八王子市のホームページには効果と課題が記された

報告書が掲載されています。

　立川市も、 行政の知恵や力だけで、 漫然と事業を続けているのではなく、 先進自

治体の取り組み事例なども参考に本腰を入れた取り組みが必要です。

　さらに血液でがんの有無を判定できる検査など、 新しい方法も導入するべきです。

　癌については、 早期発見、 早期治療により生命を救うだけではなく、 がん治療に専

念できるような経済的、 社会的支援も必要です。 そして、 緩和ケア、 看取りも含め

市民に寄り添う市政を推進するため 「がん対策条例 （仮称）」 の制定も視野に提案し

てまいります。

官民連携の手法の一つ。 行政サービスを民間企業などに委託し、 民間の資金提供者から調達した資金を基に事業を行い、

事業が予め合意した成果を達成した場合にのみ行政から資金提供者に報酬が支払われる。 民間資金によって社会的コスト

を削減する事業が実施できれば、 行政コストも削減されるうえ、 資金提供者がリターンを受けることができるという仕組みで、

事前に設定された目標が達成されない場合、 行政から資金提供者への支払いは発生しない。

「ソーシャルインパクトボンド」 とは
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